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大阪狭山市文化財保存活用地域計画書　本文

目次

序章

１． 計画作成の背景と目的

２． 計画期間

３． 計画の位置づけ

（１）計画の全体的な位置づけ
（２）関連する計画

４． 大阪狭山市文化財保存活用地域計画における用語の定義 

（１）「文化財」

（２）「歴史文化遺産」

第１章　大阪狭山市の概要

１． 地理的環境 ・自然環境

（１）地理的環境
（２）自然環境

２． 社会的状況

（１）人口
（２）市域の変遷
（３）土地利用
（４）産業
（５）交通
（６）地区と中学校区

３． 歴史的背景

（１）原始
（２）古代
（３）中世
（４）近世
（５）近現代

第２章　大阪狭山市の文化財の概要

１． 指定等文化財

（１）有形文化財（建造物）
（２）有形文化財（美術工芸品）
（３）民俗文化財（無形の民俗文化財）
（４）記念物
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	 ２． 未指定文化財

	 （１）有形文化財（建造物）
	 （２）有形文化財（美術工芸品）
	 （３）無形文化財
	 （４）民俗文化財
	 （５）記念物
	 （６）文化的景観
	 （７）伝統的建物群
	 （８）埋蔵文化財包蔵地
	 （９）文化財の保存技術

第３章　大阪狭山市の歴史文化の特性

	 １． 大阪狭山市の歴史文化の特性

	 （１）狭山池と池守田中家 ―1,400 年灌漑用水を湛える生き続ける文化財―
	 （２）高野街道 ・高野鉄道 ―狭山に多くの人とモノをもたらした交通網―
	 （３）荘園 ・新田 ・狭山ニュータウンの開発 ―生活文化を形作った三つの開発―
	 （４）狭山藩 ー戦国大名の末裔によって持ち込まれた文化と教育の精神―	 　　　　　　　　　　　　　

第４章　文化財に関する既往の把握調査

	 １． 文化財調査報告書

	 （１）大阪狭山市文化財報告書シリーズ
	 （２）狭山池の平成のダム化工事にともなう文化財調査報告書
	 （３）国 ・大阪府による調査とその報告

	 ２． 狭山町史、 大阪狭山市史編さんにともなう調査

	 ３． 市民活動による調査の実績

	 ４． シンポジウムと郷土資料館展示

	 （１）シンポジウム開催による記録
	 （２）郷土資料館事業

	 ５． 類型別にみた把握状況

	

第５章　歴史文化遺産の保存と活用に関する目標（将来像）　　　　

	 １． 将来像

	 ２． 基本的な方向性

	 （１）歴史文化を学び、 未来に伝える人をつくる	 	 ―人づくり―
	 （２）歴史文化遺産の魅力を伝える、 活かせる場をつくる	 ―場づくり―
	 （３）歴史文化遺産をささえる基盤を整える　	 	 ―しくみづくり―
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第６章　歴史文化遺産に関する課題と方針

	 １． 歴史文化遺産に関する現状と課題

	 （１）歴史文化を学び、 未来に伝える人をつくる	 	 ―人づくり―
	 （２）歴史文化遺産の魅力を伝える、 活かせる場をつくる	 ―場づくり―
	 （３）歴史文化遺産をささえる基盤を整える　	 	 ―しくみづくり―

	 ２． 歴史文化遺産の保存と活用に関する方針

	 （１）歴史文化を学び、 未来に伝える人をつくる	 	 ―人づくり―
	 （２）歴史文化遺産の魅力を伝える、 活かせる場をつくる	 ―場づくり―
	 （３）歴史文化遺産をささえる基盤を整える　	 	 ―しくみづくり―

第７章 歴史文化遺産の保存と活用に関する措置

	 歴史文化遺産の保存と活用に関する措置

	 　　  歴史文化遺産の措置一覧

第８章 歴史文化遺産の防災・防犯、災害対策　　　　　　　　　　

	 １． 歴史文化遺産の防災 ・防犯、 災害対策の課題　　

	 ２． 歴史文化遺産の防災 ・防犯、 災害対策の方針

	 ３． 歴史文化遺産の防災 ・防犯、 災害対策の措置

	 （１）措置の背景
	 （２）具体的な措置の内容

第９章 歴史文化遺産の保存・活用の推進体制　　　　　　　　　　　

	 １． 計画の推進と体制

	 ２． 計画の進捗管理と評価

巻末資料

	 １． 歴史文化遺産関係刊行物　　

	 ２． 防災フロー図 ・防災関連台帳
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